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ALMAによる原始惑星系円盤からの様々な分子輝線の高感度・高空間分解能観測と、それらの分子の化学的性
質を利用することにより、円盤内の物理過程に制限を与えることが可能になると期待される。本講演では、原始惑
星系円盤からの硫黄系分子のALMA観測の結果を紹介する。SO, SO2, H2Sなどの硫黄系分子は、衝撃波トレー
サーとして知られている (e.g., Miura+ 2017, Sakai+ 2017)。我々は今回、円盤内での氷微惑星の衝撃波加熱の検
証を目的としてALMA観測を行った。原始惑星形成後、周囲の氷微惑星は重力相互作用により軌道進化し、円盤
ガス中に衝撃波をおこす。この衝撃波により氷微惑星は加熱され、蒸発すると考えられており、氷微惑星の軌道
進化や蒸発率に関する研究が行われてきた (Tanaka+ 2013, Nagasawa+ 2014)。硫黄系分子は彗星からも豊富に
観測されており、氷微惑星中にも存在することが期待される。硫黄を含む氷分子およびその娘分子としてH2Sや
SOがあるが、両者は凍結温度が比較的低く、ガス惑星形成領域において氷微惑星の衝撃波加熱が起きた場合、そ
のよいトレーサーとなることが我々の計算により示されている (日本天文学会 2015年春季年会P210a)。一方で円
盤外縁部においては、紫外線や宇宙線により非熱的に氷から脱離した様々な分子の輝線が最近観測されている。
我々はおうし座分子雲の Tタウリ型星周りの原始惑星系円盤 10天体に対して ALMA cycle 3で観測を行った

が、band 6における硫黄系分子の輝線フラックスの上限が得られたのみであった。モデル計算と比較した結果、
円盤外縁の気相における硫黄系分子の存在量は≤ 10−10であった。氷微惑星蒸発に制限を与えるためには、さら
に高感度の観測が必要である。


